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佐波川水系大規模氾濫に関する減災対策協議会
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目的

「施設では防ぎ切れない大洪水は発生するもの」へと意識を変革し、社会全体で洪水氾濫に備える
「水防災意識社会」を再構築するため、隣接する市や県、国等が連携して、佐波川水系における局
所的な集中豪雨や堤防決壊等による大規模な浸水被害に備え、減災のための目標を共有し、ハー
ド・ソフト対策を一体的かつ計画的に推進するための協議・情報共有を行う事を目的とする。

協議会の実施事項
(1) 現状の水害リスク情報や取組状況の共有
(2) 円滑かつ迅速な避難のための取組、的確な水防活動のための取組、氾濫水の排水施設運用
等に関する取組に対して各構成員が取り組む事項を「地域の取組方針」として作成する。

(3) 「地域の取組方針」のフォローアップ
(4) その他、大規模氾濫に対する減災対策に必要な事項

フォローアップ

現状の水害リス
ク情報や取組状
況の共有

取組方針の作成 フォローアップ

概ね５年間で達成すべき目標を定め、毎年出水期前に開催する協議会で進捗状況を確認、必要
に応じて取組方針の見直しを行う。



■これまでの全国的な動きと佐波川の減災対策協議会の開催
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